
学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（算数） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
思考・判断・表現を向

上させるための手立て 
技能を向上させるため

の手立て 
知識・理解を向上させ

るための手立て 
導入 ○チャイム着席、学習準備を繰り返し

指導し、学習規律を確立する。 
○前時の学習内容の確認を行って、本

時の学習が円滑に導入できようにす

る。 
○本時の目標について説明し、ねらい

をはっきり伝える。 

○具体物や教材を十分

に準備し、児童の習

熟度に合わせた課題

を提示したりして、

意欲・関心を高める。 

○１時間の学習内容が

振り返りやすいノー

ト作りをする。 
 問題→自分の考え→

友達の考え→まとめ 
 といった書き方 

○学習のルールや用具

の適切な使い方を確

認する。 

○公式や用語の意味な

どを毎時間確認す

る。 
○必要に応じて前時ま

での簡単な復習問題

を行う。 

展開 ○課題解決の時間を十分に確保し、机

間指導をしながら。児童一人一人の

実態に合わせた助言をしていく。 
○児童の考えを発言させる場を十分に

設定し、児童相互に自分の考えとの

相違を考えさせる。 
○算数における言語活動を重視し、聞

き手に分かりやすく伝える資質の向

上を目指す。 
○基礎・基本の充実を図るために、必

要に応じて反復練習を心掛ける。 

○既習内容を生かすこ

とで、自分で解法を

考えられるような主

体的に学習に取り組

む態度を育てる。 
○適切な助言やアドバ

イスカードを活用す

ることで、つまずき

をなくし、分かる喜

びが意欲につながる

ようにする。 

○課題解決の時間を十

分にとり、言葉、数，

式、表、グラフなど

を用いて考えさせ

る。 
○自分の考えを表現で

きたり、友達の意見

を聞き自分の考え方

を深められたりする

ような時間の設定を

行う。 

○机間指導を中心と

し、個別の実態に合

わせた指導を行うこ

とで一人一人の理解

を高める。 
○つまずきの原因を分

析し、練習問題を繰

り返し行い、基礎・

基本の定着を図る。 
 

○東京ベーシック・ド

リルなどを活用して

反復学習をする。 
○知識・理解にかかわ

る問題を数多く解く

ことで、公式や用語、

名称などを理解でき

るようにする。 

まとめ ○本時のねらいが十分に達成されてい
るか、児童自らも振り返ることで次

時の学習活動につなげる。 

○本時の学習で、分か

るようになったこと

やできるようになっ

たかをまとめる。 

○課題に対してどこま

で解決に迫れたのか

を評価する。 

まとめの問題を行い、

確実に定着したことを

確認する。 

○本時学んだ知識をノ

ートにまとめること

で明確にする。 

 

様式 ４ 



 
学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（社会） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
思考・表現を向上させ

るための手立て 
資料活用の技能を向上

させるための手立て 
知識・理解を向上させ

るための手立て 
導入 ○チャイム着席、学習準備を繰り返し指

導し、学習規律を確立する。 
○興味関心を高める教材・教具を提示す

る。 
○前時の学習を振り返り、本時の学習課

題を確認させる。 

○自分の生活や地域に関

連した事象にであわせ

ることによって本時へ

の意欲・関心を高める。 
○ICT機器を活用する。 

○導入で提示した資料

から、どんなことが

読み取れるか、予想

されるかを考えさせ

る。 

○児童の実態や既習内

容の必要性に応じて

振り返りをさせる。 
○資料の正しい読み取

り方について、指導

または確認をする 

○既習のノートを振り

返らせることで、本

時の学習につなげ

る。 

展開 ○課題解決のための資料や具体物を提示
する。必要に応じて観察・調査・見学

などの体験的な活動を取り入れる。 
○資料を正しく読み取ったり活用したり

できるように基礎的な知識や技能を指

導する。 
○資料等の根拠に基づき、社会生活や社

会的事象、我が国の歴史について自分

なりの考えがもてるように促す。 

○既習学習を生かすこ

とで自分から解決し

ようとする意欲をも

たせる。 
○個人やグループなど

さまざまな形式をと

ることで、考えを深

めさせる。 
○机間指導をし、意欲

を引き出す。 

○ノート作りを工夫さ

せる。（課題→予想→

資料から読み取れる

こと→自分の考え・

その根拠→友達の考

え→まとめ） 
○机間指導で、個別に

問いかけ、自分なり

の考えをもてるよう

にする。 

○根拠とする資料を明

確にさせる。 
○机間指導をしながら 
個別あるいはグルー

プの進行状況を確認

し、実態に合わせた

指導を行うことで理

解や技能を高める。 

○既習事項や関連事項

を教室掲示すること

で児童への習熟と知

識向上を図る。 
○重要な語句について

調べさせたり、ノー

トに分かりやすくと

ったりさせる。 

まと

め 
○お互いの考えについて意見交換をさ

せ、本時のまとめをする。 
○学習感想を書かせ、考えをまとめさせ

たり、学習の振り返りをさせたりする。 

○本時に学習したこと  

 を自分の言葉でまと

めさせる。 

○友達の意見を聞き、

自分の考えと対比さ

せ、考えを広げられ

るよう指導する。 

○資料の読み取りが正

しかったかどうかを

確かめさせる。 

○理解したことを、重

要な語句を用いるな

どして、整理して書

かせる。 
 

様式 ４ 



学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（図画工作） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
発想や構想の能力を向

上させるための手立て 
創造的な技能を向上さ

せるための手立て 
鑑賞の能力を向上させ

るための手立て 
導入 ○チャイム着席や、私語を慎むことを

繰り返し指導し、授業規律を確率さ

せる。 
○作品制作の内容とねらいを板書や見

本作品を使って簡潔に説明し、学習

意欲を高める。 

○簡潔に要点をつかま

せ、制作する時間を

十分に確保する。 
○安全に楽しく活動を

するための約束を、

具体的に伝える。 

○自分の作りたいもの

を、イメージするた

めに考えをワークシ

ートにまとめたり、

図や資料をみたりさ

せる。 

○分かりやすい図や資

料を使って、制作手

順の理解を深めさせ

る。 

 
 

展開 ○教科書や見本作品を参考に、本時の

制作手順や表現の工夫について見通

しをもたせる。 
○アイデアスケッチや材料などから

発想を広げ、自分の思いや考えを作

品に表すように工夫させる。 
○児童が自分のイメージに合った色

や形を表す為に、表現を実演して見

せたり、材料を試させたり、友達や

見本の作品を参考にさせる。 

○見本を見せ、視聴覚

教材等も利用しなが

ら学習のめあてや見

通しを持たせる。 
○児童の考えや発想を

教師が認め、発想を

広げやすくする。 

○自分らしい表現につ

いて、児童達が楽し

みながら追求し、工

夫する部分を残して

おく。 
 

○児童の技能を見極

め、具体的な制作手

順を提示すると共

に、多様な表現方法

を掲示し、制作活動

の参考にさせる。 

○友達と話し合った

り、教え合ったりし

て、表現方法につい

て探求する楽しさを

味わわせる。 
○お互いの作品を鑑賞

し、そのよさや面白

さを感じ取らせる。 

まとめ ○作品や材料、用具の片付けと教室の
掃除をさせる。 

○本時の活動内容を振り返る。 
○ねらいに沿った評価を行う。 

○ワークシートに簡単

な自己評価を記入

し、本時の学習を振

り返らせる。 

○思いついた表現や工

夫について、自分の

考えをまとめさせ

る。 

○思いついた表現や工

夫がどのようにできた

か振り返りをさせる。 

○作品のよさについて

鑑賞カードに記入し

たり、発表したりし

て振り返りをさせ

る。 

様式 ４ 



学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（生活） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向上させ

るための手立て 
思考・判断を向上させるための手立

て 
気づきを向上させるための手

立て 
導入 ・チャイム着席、学習準備を繰り返し

指導し、学習規律を確立する。 
・前時の学習を振り返らせ、今日の活

動の課題を確認させる。 
・既習学習の学習カードを提示してお

く。 

・わかったことやできるよう

になったことの振り返りを

通して、一人一人がしたこ

とを称賛し、意欲を高める。 
・できるようになったことを

事前に知り、児童の発表へ

の願いや思いをつかむ。 

・わかったことやできるようになっ

た内容を振り返させる。 
・振り返りの難しい児童には、カー

ドに書いたことを読み返すよう

に伝える。 

・自分ができるようになったこ

とに気づけるように、できた

ことを称賛する。 
・友達のよさに気づくように、

できるようになったことを

価値づける。 

展開 ・自分が取り組んだことを発表する準

備をさせる。 
・いろいろな発表の仕方を提示する。 
・自分が考えた発表の内容と発表の方

法をカードに記入させる。 
・記入したカードをもとに必要なもの

を作らせる。あるいは、気付いたこ

とを発表させる。 

・わかったことやできるよう

になったことを友達に伝え

たいという思いをもたせ

る。 
・今までに発表がしっかりで

きた場面を思い起こさせ、

発表会への意欲を高める。 

・自分ができるようになったこと気

付いたことの中から友達に伝え

たい内容を考えさせる。 
・発表のイメージをつかませて、自

分なりの発表を考えさせる。 
・机間指導をして、よりよい発表の

ための工夫を一人一人に示す。 
 

・自分のしたことを、自分らし

く発表するよさに気づくこ

とができるように、価値づけ

をする。 
・家族、友達など身近な人の言

葉を想起させ、励ましてくれ

たり支えてくれたりしてい

ることに気付かせる。 
まとめ ・自分の今日の活動を振り返り、自己

評価カードに記入する。 
・次時の活動を知る。 

・活動の中で頑張ったこと、

気付いたことを認め価値づ

ける。 

・活動の中で上手にできたこと、自

信がもてたことを自己評価カー

ドの中に自分の言葉で表現させ

る。 

・自己評価カードの記入を通し

て自分ができるようになっ

たことや自分のよさに気付

くように活動を称賛する。 
 

様式 ４ 



 
学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（体育） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向上

させるための手立て 
思考・判断を向上させる

ための手立て 
技能を向上させるための

手立て 
知識・理解を向上させる

ための手立て 
導入 ○服装、整列の仕方、準備運動の仕方、安

全のための約束等、繰り返し指導し、学

習規律を確立する。 
○授業の内容とねらいを簡潔に説明し、学

習意欲を高める。 
○運動領域の特性を意識した準備運動や

補助運動を行う。 

○簡潔に学習の見通しを

もたせる。 
○学習のめあてをもたせ

る。 
○運動のための準備や準

備運動に目的意識をも

って取り組ませる。 

○本時のめあてを確か

め、目標に向かって運動

に取り組ませる。 
○自分のめあてに沿った

練習方法や練習の場を

決めさせる。 

○運動領域の特性を生か

した補助運動を継続的

に行い、基本的な動きを

身につけさせる。（コオ

ーディネーショントレ

ーニングなど） 
 

○日常生活を送る上で健

康・安全が大切な要素で

あることをつかませる。 
○普段の自分の生活を振

り返り、健康・安全に生

活するための課題をつ

かませる。 
展開 ○児童の運動量・活動時間が長くとれるよ

うにする。 
○運動の特性をふまえた運動する楽しさ

やできようになった達成感が味わえる

ようにする。 
○友達と励まし合ったり教えあったりが

できるように望ましい言葉かけや運動

のポイントを例示する。 
○めあてを意識した運動ができるように

学習形態や学習資料、学習カード等を活

用する。 
 

○友達と協力して運動の

準備や片付けをさせ

る。 
○技の向上やチームの勝

利のためにすすんで運

動したり練習したりで

きるようにする。 
○勝敗を素直に受け止

め、公正・公平な態度

（フェアプレー）を養

う。 
 

○基本的な動き方や動き

のポイントを知るとと

もに自分の課題がわか

るように助言する。 
○自分の課題にあった練

習の場や方法が選べる

ように学習資料等で提

示する。 
○自分の課題にあっため

あてをもったり練習方

法を選んだりできるよ

うに学習カードを活用

する。 
○自分たちで安全に配慮

できるように約束を確

かめる。 

○動きの見本（児童の見

本・映像資料等）をみせ、

よい動きのイメージを

もたせる。 
○ICT機器などを活用し、
自分で自分の姿を確認

することで、自分の課題

を見つけさせる。 
○運動のポイントを示す

学習資料を活用する。 
○友達のの良い動きや改

善点を見つけ、交流し合

う。 

○実験や観察を取り入れ

たり、ゲストティーチャ

ーに迎えたりしながら、

自分の健康や安全を守

るために大切な事柄を

理解させる。 

まとめ ○児童にその時間のめあてが達成できた
か振り返らせる。 
○次回の学習の課題を見つけさせ、意欲を

もたせる。 

○自分の頑張りととも

に、友達の頑張りにも

目を向けさせ、互いに

発表しあって、認め合

う。 

○自分のめあてに向かっ

て運動できたか振り返

らせる。 
○課題を次時のめあてに

つなげさせる。 

○友達のよい動きや言葉

を紹介し、価値付けす

る。 
 

○わかったことや今後の

生活に生かしたい事柄

について、ワークシート

にまとめさせたり、意見

交換をさせたりする。 

様式 ４ 



学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（理科） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
思考・判断・表現を向

上させるための手立て 
技能を向上させるため

の手立て 
知識・理解を向上させ

るための手立て 
導入 ○本時の観察、実験の課題・問題をは

っきり明示し、学習内容をしっかり

とつかませる。 
○実験結果の予想をさせ、見通しをも

たせる。 

○今までの経験や既習

事項から考えさせ

る。 
○予想した理由や根拠

なども書かせ。 

○問題を解決するため

に、実験方法が適切

かどうかを確認させ

る。 

○グループ実験では、

全員が関わるように

させる。 

○結果・考察・結論の

違いを指導し、その

違いを意識して記録

をまとめさせる。 
 

展開 ○３年～６年までノート指導を統一

し、問題解決の方法を知る。 
○実験結果の予想や理由などを書いた

後、安全のため教科書やノートは片

付ける。 
○安全に実験できるように実験上の注

意点は掲示する。 
○安全に器具を使用できるよう、実験

が始まる前に全体で使い方の確認を

する。 

○児童の考えや発想を

教師が認め、話し合

いをしやすくする。 
○グループを机間指導

し、上手にできてい

るところをほめた

り、助言したりして

意欲を引き出す。 

○お互いの意見を尊重

し、考えに違いがあ

っても実験で解決す

るという方法を理解

させる。 
○結果や考察、根拠を

明確にしながら発表

させたり、まとめた

りさせる。 

○道具を上手に使うコ

ツを児童にも聞き、

児童の言葉を使って

確認する。 

○実験結果について予

想と比べて同じなの

か違うのか、またそ

うなった理由を考え

させる。 
○結論は自分の言葉で

まとめさせる。 

まとめ ○実験結果からどのようなことが言え
るか考えさせる。意見交換をし、こ

の時間の課題・問題にたいする結論

を学級全体でまとめる。 
○簡単な自己評価や相互評価も取り入

れる。 

○まとめでは、科学的
な理由によって変化
があることに気付か
せる。 

○本日の学習をふりか
えさせる。 

○結果・考察・結論の

違いをしっかりと確

認して、一つ一つ自

分の言葉で表現させ

る。 

○正しく器具を使用し

ているグループはほ

め、正しく安全に器

具を使うことの大切

さを学ばせる。 

○本時のまとめから、

新たな疑問点やさら

に調べてみたいこと

を考えさせる。 

様式 ４ 



学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（音楽） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
思考・判断を向上させ

るための手立て 
表現・技能を向上させ

るための手立て 
知識・理解を向上させ

るための手立て 
導入 ○（授業規律） 

 ﾁｬｲﾑ着席、私語をつつしむことができる

よう指導し、学習規律を確立する。 
○（板書、教材提示） 
 本時の流れやねらいを提示する。楽譜・

歌詞は必要に応じて掲示する。 
○今月の歌などを歌い、音楽の学習に向か 
う雰囲気作りをする。   

○本時のめあてを知り、授

業に取り組む姿勢を意

識させる。 

○本時のねらいについて、

自分なりの具体的な目標

をもたせる。 

○姿勢、口形・発音など必

要に応じて声をかける。 
○範唱を聴いて歌ったり、

友達の歌声や伴奏を聴

かせたりして歌ったり、

楽器の演奏をしたりす

る。 

 

展開 ○本時の曲の範唱、範奏を聴く。（指導者

の範唱、範奏、ＣＤなど） 
○気持ちを考えながら、表現の仕方を工夫

させる。（速度、強弱、リズム、音の高

低、声の出し方、発音、音色） 
○工夫して表現した演奏を聴き、自分の表

現をよりよくしようとする向上心がも

てるよう声をかける。 

○楽曲の感じをつかみ、思

いをもたせ表現させる。 
○友達と協力しながら演

奏し、音楽活動を楽しま

せる。 

○旋律の抑揚やリズム、楽

曲の特徴を感じ取り表

現の仕方を工夫させる。 
○身体を動かしたり、歌っ

たりしながら拍の流れ

を感じ取らせる。 
○友達の発表を聴き、工夫

している点やよさに気

付かせる。 

○息の使い方や発音に留

意し、音程やリズムを正

しく演奏させる。 
○豊かな表情で、旋律を丁

寧に歌わせる。 
○楽曲の気分や情景を表

すために、歌声や音の出

し方に気をつけて演奏

させる。 

○様子を思い浮かべなが

ら、楽曲全体の曲想を感

じ取らせる。 
○拍の流れや旋律の違い

を感じ取らせる。 
○楽譜に書かれてい音符

や楽語を意識し、表現す

る際の参考にさせる。 

まとめ ○学習した活動内容をまとめ、表現する 
○ねらいに即した評価を行う。 

○簡単な自己評価や友達

との相互評価（友達のよ

さ）を取り入れ、本時の 
 学習を振り返らせる。 

○友達の演奏を聴き、自分

の演奏を振り返り、感じ

たことを発表させる。 

○本時で学習したことを

確認し、演奏させる。 
 

○まとめの演奏を聴き、感

想を書いたり、発表した

りする。 
 

 

様式 ４ 



学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（家庭） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
思考・判断を向上させ

るための手立て 
表現・技能を向上させ

るための手立て 
知識・理解を向上させる

ための手立て 
導入 ○（授業規律） 

 チャイム着席をして学習用具を準備

させる。 
○身支度や道具の準備を安全に行うよ

うにさせる。 

○生活に即した問題を

提起し、本時のめあ

てをつかませて学習

意欲を高める。 
 

○生活に即した場面を

想起させ、問題につ

いて考える視点をも

たせる。 

○準備した道具を安

全に使用して目標

を達成するための

留意点について考

えさせる。 

○ワークシートに、わか

りやすく記録させる。 

展開 ○安全に配慮し、注意事項を全体に提

示する。 
○学習の過程で、個別に指導しながら

助言する。 
○見本や手本を提示したり、グループ

の友達と教え合ったりして学習を深

めていく。 

○意欲的に学習活動を

している児童を賞賛

し、意欲を高める。 
○机間指導をし、質問

に応じたり、新たな

視点を与えたりす

る。   

○身支度や道具の使い

方について考えなが

ら学習に取り組ませ

る。 

○技術的に優れた児

童を賞賛し、グルー

プや友達どうしで

教え合いながら学

級全体に広めてい

く。 

○できるようになったこ

とや新しく得た知識を

ワークシートにまとめ

る。 

まとめ ○学習して分かったことや感想、家庭
で実践したいことについてまとめさ

せ、発表させることで、次回の学習

や家庭実践につなげるようにする。 
○簡単な自己評価や相互評価を取り入

れる。 

○発表を通して、様々

な実践があることに

気付かせ、家庭で実

践しようとする態度

を育てる。 
○本日の授業をふりか

える時間を確保す

る。 

○家庭で実践するため

の準備について考え

させる。 

○具体的に考えさせ

ることで、家庭で実

践できる技能を養

う。 

○得た知識を生かして、

実際の生活の中で、自

分や家族のためにでき

ることを実践できるよ

う、家庭学習課題を渡

す。 

様式 ４ 



学校番号（１）学校名（旭丘小学校） 教科名（国語） 
各教科の１単位時間の配慮点 

 指導の配慮点 評価の観点 
関心・意欲・態度を向

上させるための手立て 
思考・判断を向上させ

るための手立て 
表現・技能を向上させ

るための手立て 
知識・理解を向上させ

るための手立て 
導入 ○チャイム着席、机や机上の整理整頓

を繰り返し指導し、学習に向かう態

度を養う。 
○教材を工夫し、学習への興味関心を

高める。 
○これまでの学習の流れと本時のめあ

てを確認する。 

○関心・意欲が高まる

ような導入を工夫す

る。場合によっては

視聴覚教材等も利用

する。 
○本時のめあてや学習

全体の流れを掲示し

ておき、見通しをも

たせる。 
○全員が発言できる発

問をし、認める。 

○前時の学習の振り返

りや、課題を提示し、

学習内容を確認する。 
○前時での児童の記述

したもの等を紹活用

し、本時の学習に生か

す視点をもてるよう

にする。 

○前時の学習内容など

を発表しあう。 
○ノートやプリントを

見て確認させる。 

展開 ○具体物を活用するなど、あらすじや

登場人物、出来事などを想像しやす

いような学習を展開する。 
○児童の実態とねらいにそった課題設

定をし、それを解決していくことに

重点を置く。 
○発達段階に応じて、課題にそった意

見の交流の場をもつ。また、学年に

あった人数設定を行う。 

○範読・グループ読

み・丸読み・役読み

などいろいろな音読

を取り入れる。 
○児童の気づき・疑問

を拾い上げ、学習の

めあてとする。 
○学習方法を工夫し、

発表機会などを設け

る。 

○自力解決の時間を確

保する。 
○友達との意見交換

や、聞きあいなどグル

ープ交流をしながら、

気づきや考えの再構

築する場を設定する。 

○叙述を中心に読み進

め、言葉を手がかりに

想像させる。 
○指導事項をおさえ、

多様な表現方法を学

習させ、自分の表現に

生かせるようにする。 
○語と語、文と文をつ

なぐ言葉に気をつけ

させて読む。 

○例示を示したり、ス

モールステップで学

習を進めたりする。 
○言葉の使い方や意味

など、積極的に辞書を

活用する。 
○自力解決にむけて個

にあったプリントや

ヒントカードを準備

する。 
まとめ ○学習のねらいや指導法が適切だった

か振り返り、評価する。 
○自己評価や相互評価も取り入れる。 

○簡単な自己評価や相

互評価を取り入れ、

学習の振り返りをす

る。 
○次の学習への見通し

をもつ。 

○前時の学習とつなげ

て、本時で理解が深ま

ったことを考える。 
 

○友達の考えのよさ

や、自分もやってみ

ようと思うところを

見つけさせる。 
○まとめの読みをす

る。 

○書く・読むなどの活

動の振り返りをする。 

様式 ４ 


